
「道路アセットマネジメントプラットフォーム」
の活動について

2022年2月
JICA社会基盤運輸交通グループ



• 本プラットフォームについて
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• 今までの活動 ・今後の活動
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2017年10月にJICA社会基盤部を事務局として下記事項を目的として
設立されたもの。通称RAMP（Road Asset Management Platform）

① 開発途上国において需要の高まると考えられている道路及び橋
梁に関する道路アセットマネジメントに対する効率的な支援計画
の策定

② 国内の道路アセットマネジメントに関する技術の海外展開の支援

③ 開発途上国の道路アセットマネジメント分野をリードする中核人材
育成

目的

道路アセットマネジメントプラットフォーム
Road Asset Management Platform(RAMP)



道路アセットマネジメントプラットフォーム
Road Asset Management Platform(RAMP)
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2017年10月

道路の運用・管理技術について、海外展開
と人材育成の協力で内閣府と覚書を交わし、
協力体制を確立。SIP※で開発したインフラ
の維持管理・管理技術などをJICAの事業で

活用。開発途上国の道路管理者への技術
指導や留学生の受け入れなどを支援。

※SIP：科学技術イノベーション総合戦略（平成25年6月7日閣議決定）及び日本再興戦略（平成25年
6月14日閣議決定）において、総合科学技術会議が司令塔機能を発揮し、科学技術イノベーションを
実現するため創設することが決定したもの。 https://www.jst.go.jp/sip/about_SIP.html）

実施体制
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2019年3月

内閣府SIP第1期（2014-2018年度）が終了
したことを受け、2017年に内閣府と取り交
わした取組の更なる発展・継承を意図し、
土木学会と覚書を締結。土木学会より
RAMPの取組に対して技術的支援を受ける
体制が構築された。RAMPでは日本の道路
行政、道路維持管理の経験をベースに、プ
ロジェクトで得られた経験や知見を融合した
日本型ベストモデルの構築を目指すとし、
SIPインフラの成果を効果的に活用の他、
中小企業のメンテナンス技術の海外進出を
後押しする。

道路アセットマネジメントプラットフォーム
Road Asset Management Platform(RAMP)

実施体制



道路アセットマネジメントプラットフォーム
Road Asset Management Platform(RAMP)

技術協力プロジェクト
成果・経験の集約・蓄積

開発途上国

• カンボジア
• ラオス
• ベトナム
• フィリピン
• 東ティモール
• ミャンマー
• スリランカ
• バングラデシュ
• ブータン
• インド
• パキスタン
• キルギス
• タジキスタン
• ケニア
• ザンビア
• エチオピア
• コンゴ民主共和国
• エルサルバドル

・
・
・

日本国内の経験・知見

• 国の政策・取組
• 地方自治体
• 高速道路会社
• 大学
• 研究機関

日本の経験・知見
の集約・蓄積

日本への
フィードバック

日本型アセット
マネジメント
の発信

土木学会
インフラマネジメント新技術

適用推進委員会
国際展開小委員会

連携覚書の締結

• 東京大学
• 北海道大学
• 長崎大学
• 京都大学
• 大阪大学
• 金沢大学
• 金沢工業大学
• 岐阜大学
• 琉球大学
• 愛媛大学
• 東北大学
• 名古屋大学
• 北見工業大学

・
・

プラットフォーム
事務局（JICA）

道路アセットマネジメント
プラットフォーム

技術協力プロ
ジェクトの実施

プラットフォーム概要図



RAMPの主な活動内容

① 技術協力プロジェクトの実施

② 課題別研修

③ 長期研修

④ その他活動
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RAMP事務局は社会基盤部内に設置され外部機関との連携を得ながら各国・各
プロジェクト等への投入が効率的なものとなるよう意思決定を行っている。

現在、技術協力プロジェクト実施国を中心に
19か国より研修員の受け入れを実施

大学連携、地方自治体の取り組み紹介、日本人技術
者の技術研鑽、道路維持管理に関する成熟度評価等

全世界対象

道路交通分野を対象に国内の先端・高度の知見の習得

道路アセットマネジメントプラットフォーム
Road Asset Management Platform(RAMP)



主な連携先

国内支援委員会

インフラメンテナンス国民会議
海外展開市場展開フォーラム

科学技術振興機構、高速道路会社、コンサルタント、ゼネコンなどの
６４企業・団体

目的：本プラットフォームの活動を適切かつ効率的に推進するため、活動
内容について専門的かつ技術的見地からの助言を得ることを目的に設立
主な委員：土木学会や大学教授、民間企業含む国内の有識者

主な活動；
・道路インフラ維持管理に係る技術協力プロジェクトに関するもの
・道路交通分野研修事業に関するもの

・その他、民間企業・大学等との点検診断や国・地方自治体の道路アセット
マネジメントに関する取り組みや知見の集約



主な連携先

長期研修員・課題別研修・国別研修・技術協力プロジェクト



• 本プラットフォームについて
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• 今までの活動 ・今後の活動



今までの活動

• 長期研修員特別プログラムの実施

• 留学生セミナーの実施

• 技術協力プロジェクトへの本邦技術の試験的実装支援

• 質高研修のモニタリングのフォローアップの実施

• 課題別研修の参加者、技プロカウンターパート担当者のデー
タベース化（2021年度継続中）

• 広報用資料の作成

• 大学との連携

• 開発途上国道路アセットマネジメント成熟度評価

• 技術セミナーの開催

• 国内の道路アセットマネジメント動向調査

• 道路アセットマネジメントに関する技術を保有する企業との
意見交換

• 国内支援委員会の開催
10

技術協力プロ
ジェクトの実施 課題別研修

その他留学生事業

RAMPの主な活動



長期研修員プログラム
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• 2021年度までに19カ国、36名の長期研修員受け入れを実施。

• 対象国は技術協力プロジェクト実施済み国を原則として選定

• 選考にあったては、現地にて指導予定教員による面談を実施

• 2021年度の入学者選考では12名の候補者を選抜

• 2022年度入学者を選考を実施

受入れ大学：１０大学
指導教員数：１２名



長期研修員プログラム
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１人（修士） １人（修士）

２人（博士）

２人（修士） １人（修士）

１人（博士）

１人（修士）

2018年度入学 2019年度入学

４人（修士）

２人（博士）

２人（修士）１人（修士） １人（修士）

１人（博士）

２人（修士）

2020年度入学

2021年度入学 修士：２５名
博士：１１名
計：３６名

１人（博士）１人（博士）

２人（修士） １人（修士）２人（修士） １人（修士）

２人（博士）

１人（修士）

１人（博士） ２人（博士）



長期研修員プログラム

道路アセットマネジメント長期研修員に大学の夏季休暇を使用して日本のイン
フラの現状に関する講義や最先端の道路アセットに関する取組等（大学、高速道
路、民間）の視察を行う特別プログラムを実施した。期間は１週間であり、
UNCRD、土木学会と共催のもと本特別プログラムを実施している。

２０１９年度特別プログラム

8月18日（日） 集合 ＠東京
8月19日（月） オリエンテーション、講義（東京大学、JIPテクノサイエンス） ＠東京
8月20日（火） 講義（UNCRD、中部地方整備局、名古屋大学） ＠名古屋
8月21日（水） 現場視察（名古屋第二環状道路建設現場、道路管制センター）＠名古屋
8月22日（木） 現場視察（E-MAC）、本邦技術の点検デモ ＠岐阜
8月23日（金） 講義 岐阜大学、本邦技術の点検デモ ＠岐阜
8月24日（土） 解散 ＠名古屋

道路分野課題別研修へのスポット参加

長期研修員の更なる本邦道路アセットマネジメントへの理解を深めることを目的としている。
2019度は、４コース、４拠点へ延べ４２人・日が参加した。
参加コース：①社会基盤整備における事業管理（JICA横浜）、②道路行政（JICA東京）、③交
通安全（JICA関西）、④橋梁維持管理（JICA九州）

※JICA開発大学院連携ニュース記事：https://www.jica.go.jp/dsp-chair/news/20190826.html
※RAMPホームページニュース記事：https://www.jica.go.jp/activities/issues/transport/ramp/news/20190831_01.html

https://www.jica.go.jp/dsp-chair/news/20190826.html
https://www.jica.go.jp/activities/issues/transport/ramp/news/20190831_01.html


長期研修員プログラム

２０２０年度特別プログラム、研究中間報告会（オンライン形式）

２０２０年９月、国内の大学に在学中の留学生6名による研究中間報告会を実施した。本

年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により対面での研修や報告会を行うことが困
難であったため、オンライン形式での報告会とした。聴講者には、２０２０年度、国内の大
学に来日予定者であった留学生や在学中留学生の所属元の上司の方が参加され、研究
および日本での活動について有意義な議論が行われた。

中間報告会の様子



留学生セミナーの実施

１．実施の目的

本セミナーでは、本邦各大学に留学中のJICA 長期研修員等に対し、道路維持管理分野で

優れた技術を保有し先進的な取組みを行う本邦の企業・団体より、それぞれの技術や取組
みをご紹介いただき意見交換を行う。そして日本における道路維持管理に係る技術や取組
みへの理解を深めるとともに、紹介された技術や取組みに関して、将来の自国での活用・応
用可能性について検討する機会を創出することを目的とする。

【写真】セミナーに参加した民間企業の
講演の様子

【写真】留学生セミナーの様子

２．実施の様子

本セミナー後に実施したアンケート結果では、セミナーの満足度（5点満点）が平均４．２点

という結果になり、参加者から高い満足度が得られたと確認できた。また、「最も印象に残っ
た講義は？」という質問に対して全講義に広く分散した結果が得られ、参加者が産官学の
幅広い講義内容に興味を持たれたことが伺えた。



技術協力プロジェクトへの本邦技術の試験
的実装支援
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開発した最先端の維持
管理技術の海外での実
装を図り、適用性、利用
機会の拡大、更なる技
術開発を図りたい。

これまで十分に維持管
理が行われてこなかった
橋梁等に対して限られ
た人材・資金の中で効率
的・効果的に維持管理を
したい。

技術保有者
開発途上国

技術協力プロジェクトの活動の中で維持管理技術を試験的に実
装をして、当該維持管理技術の利点を認識してもらい開発途上
国の課題解決を図りながら今後の長期的な技術の使用につな
げる。

JICA



技術協力プロジェクトへの本邦技術の試験
的実装支援
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フィリピンにおける点検が困難※なサンワニコ橋

・1972年に日本援助により建設、橋長2,164m
・アプローチ：鋼I桁橋、鋼箱桁＋鋼I桁橋
・主橋：中路式鋼トラス橋

（L=416m、中央支間長192m）

※海上に位置しており
橋梁下面からの点検
が不可能であることか
らドローンの使用によ

り点検。



技術協力プロジェクトへの本邦技術の試験
的実装支援
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自動でのひび割れ検出の技術的な精度向上が必要であるが、人的・財政的に
制限のある開発途上国のひび割れの検出において、有効な技術の１つとなる
可能性がある。また、本邦技術の技術開発の試験フィールドとしてJICAの技術
協力プロジェクトを使用できる。

考察

橋脚上部・梁

橋脚部のひび割れを自動分析をしたが、
今回は撮影した画像の解像度が低かった
ことから、正確なひび割れは検出できな
かった。（汚れ、水面の一部をひび割れと
認識）



質高研修のモニタリングのフォロー
アップの実施

2016年度から2021年度にて実施している「課題別研修 橋梁維持管理研修」において、
本邦研修後にRAMPでは2016年度に実施した現地モニタリングから2020年度で4年（中期
とみなす）が経過したことから、更なる研修の高質化を目指し、現地フォローアップを実施
する。2020年度から2021年度は現地モニタリングを実施したチュニジアとソロモン諸島を
対象としてフォローアップを実施した。長期のフォローアップ（10年）も予定している。

本邦研修実施

アクションプラン
提出

アクションプラン
の進捗評価

現地モニタリング
対象国の選定

現地モニタリング
実施

得られた知見等
のフィードバック

２～３ヵ国選定

年度 モニタリング実施国

2016 ソロモン諸島、ジンバブエ、
ベトナム

2017 エルサバドル、チュニジア

2018 リベリア、マーシャル諸島

2019 ウガンダ、セントルシア、
キューバ

赤字は本部職員が現地渡航してフォローアップ実施



広報用資料の作成（詳細はHP掲載）

１．広報用パンフレットの作成

RAMP概要パンフレット
HP:https://www.jica.go.jp/activities/issues/transport/ramp/index.html

https://www.jica.go.jp/activities/issues/transport/ramp/index.html


広報用資料の作成（詳細はHP掲載）

１．広報用パンフレットの作成

RAMP長期研修員向けパンフレット（全１２ページ）

HP:https://www.jica.go.jp/activities/issues/transport/ramp/index.html

https://www.jica.go.jp/activities/issues/transport/ramp/index.html


広報用資料の作成（詳細はHP掲載）

２．広報用動画の作成

RAMP活動概要用 RAMP長期研修員事業

※RAMPホームページ及びYoutubeJICAチャンネルにて公開

活動概要広報動画：https://www.youtube.com/watch?v=52Vj_cPqhMg&feature=youtu.be
長期研修事業広報動画：
https://www.youtube.com/watch?v=7ANnpJmGOAM&feature=youtu.be

https://www.youtube.com/watch?v=52Vj_cPqhMg&feature=youtu.be
https://www.youtube.com/watch?v=7ANnpJmGOAM&feature=youtu.be


大学との連携

ザンビア国 橋梁維持管理能力向上プロジェクトフェーズ２

ザンビア道路開発庁
継続的な技術者育成が課題

技術協力プロジェ
クトによる投入

• ザンビア大学の中に橋梁維
持管理技術者養成講座を立
ち上げ、ザンビア大学が
RDAを含めた技術者育成を
担っていく体制構築をプロ
ジェクト活動の１つとした。

• 岐阜大学のME養成講座のノ
ウハウをザンビア大学に伝
承、ザンビア大学による持続
的な技術者育成の実現を目
指す。



開発途上国道路アセットマネジメント
成熟度評価

• 道路アセットマネジメント成熟度評価指標をRAMP内で検討をし、（一社）日本
アセットマネジメント協会から助言を得て作成中。

• 「道路アセットマネジメント成熟度指標」を用いて技術協力プロジェクト実施中
又は同プロジェクト実施後の国を対象に現地にて道路のアセットマネジメント
を所掌する部署、大学、民間などからヒアリングを行い評価を実施。

• 2021年度は、ザンビア、タイ、ブータン、ラオスの4カ国に対して成熟度評価の
ためのヒアリングを実施中。

• 図中青色線は現況、オレンジ色線は
技プロ終了後５年後を想定したもの。

• ケニアにおける道路アセットマネジメ
ント評価の例

• 橋梁分野の技術協力プロジェクトによ
る支援を実施してないため道路（舗
装）と比較して、数値が低い。

今後の各プロジェクト（技術協力プロジェ
クト、課題別研修、国別研修、長期研修
鵜員、招聘事業）の投入の参考とする。



技術セミナーの開催

• 本邦企業が有する道路アセットマネジメントに関する技術について、技術
協力プロジェクトでの試行的な実装及びその後の本邦企業のプロジェクト
実施国でのビジネス展開の機会創出を目的としたセミナーを開催している。

• 本セミナーは民間連携事業部との取組とは別に社会基盤部の民間連携促進
の取組として2018年度から11回にわたり開催している。

• 開発コンサルタント等に対して民間会社28社から技術紹介があり、各セミ
ナー実施ごとに100名近い参加者が聴講をしている。

中央開発㈱、応用地質㈱、三井住友建設㈱、オムロンソーシアルソ
リューション㈱、㈱ニューテック、㈱TTES、アルウェットテクノロジー㈱、

㈱建設技術研究所、㈱センシンロボティクス、㈱パスコ、パシフィック
コンサルタンツ㈱、テラドローン㈱、ジビル調査設計㈱、㈱ガイアート、
㈱片平新日本技術、㈱栄組、アジア航測㈱、
SHO-BOND & MIT インフラメンテナンス㈱、㈱NIPPO、㈱ケー・エフ・
シー、㈱日本海コンサルタント、富士フイルム㈱、㈱オサシ・テクノス

民間

内閣府、東京都、岐阜大学、北海道大学、琉球大学、モニタリングシステム技術研究組合、千葉
県君津市、熊本県玉名市

国、自治体、大学等

25



国内の道路アセットマネジメント動向調査

国内における道路アセットマネジメントの動向を把握するために、国土交
通省、国内地方自治体、高速道路会社等の道路管理者に対してヒアリング
及び情報収集を実施し、取り纏めを行った。

例）国土交通省、(株)白糸ハイランドウェイの事例

維持管理の工夫としては、ボランティアサポート
プログラムによる清掃活動や道路照明の LED化

などを実施している。また、修繕については予防
保全によるコスト縮減を図っている。

供用後50年経過していたが、ほぼ維持管理されて
おらず、最も新しいアスファルト舗装も整備後 20年
以上経過していた。補修履歴どころか台帳も整備さ
れておらず、維持管理のための要領や手順書もな
い状況であった。そこで、まずは要領や仕様書・手
順書を作成し、測量・総点検を行い台帳の整備、ま
た巡回や維持管理体制を確立した。

開発途上国へ適用できる
知見を収集して発信する。



道路アセットマネジメントに関する技術を
保有する企業との意見交換

道路構造物の点検や補修技術を保有する本邦企業との意見交換を通じて、開
発途上国への実装が可能な技術に関する情報収集を行った。現在までに50以
上の企業との意見交換を行い、本邦企業の海外進出に向けたアドバイスや技
術協力プロジェクトでの活用に向けた迅速な対応な可能な体制を構築している。

RAMPの紹介

保有技術の紹介

JICA 民間企業

弊社の技術を海外で
活用したいが足掛か
りがなく・・・。

プロジェクト内で試験
的に実装できる可能
性があります。



国内支援委員会の開催
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国内支援委員会

• RAMP事務局の活動に対して、国交省、国
内有識者からなる国内支援委員会を立ち上
げ、技術支援が得れる体制を構築

• 2019年10月に同委員会の立ち上げに向け
たキックオフ会議を開催

• 第１回委員会を2020年3月に、第2回委員会
を2020年9月に実施、第3回を2021年5月に
実施、第4回を2021年10月に実施。

助言
土木学会や大学教授、民間企業

含む国内の有識者



• 本プラットフォームについて
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• 今までの活動 ・今後の活動



今後の活動

• 現在の活動の継続

• 国内支援委員会開催

• 課題別研修の体系化

• 現地セミナーの実施
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現在の活動の継続

① 技術セミナーの開催
・第11回技術セミナーまで実施。

② 長期研修員プログラム
・2021年8月、昨年度同様オンラインでの中間報告会を実施

③ 技術協力プロジェクトへの実装支援
④ 技術協力プロジェクト実施国における道路アセットマネジメント成熟度評価

• アセットマネジメント協会、国内支援委員会の助言をもらい評価指標のブ
ラッシュアップを図る

• 2019年度～2021年度にかけて成熟度評価をする対象国はカンボジア、ラ
オス、ザンビア、ブータン（遠隔でのヒアリングを実施）を実施中

⑤ 課題別研修の参加者、技プロ、無償案件のカウンターパート等の担当者の
データベース作成



課題別研修の体系化

課題別研修の体系化及び効率的な実施を目的として、道路分野課題別研修が現在13
コースあるものから、2020年度終了のコースについて2021年度の課題別研修実施に向
けて、統廃合を行う予定。方針として次の5つを考慮
①質の高いインフラ輸出を見据えたカリキュラム
②各国からニーズの高いコースを更新
③類似または重複の多い研修コースを再編（他コースに統合）
④内容を理解できる簡潔な研修コース名称
⑤他の言語（仏語/西語）の要請が多い場合、新規に追加

再編

2020年度終了4分野13コースを再編の対象 2021年度課題別研修に向けて4分野9コース
を再編の予定
ニーズの高い「維持管理」に仏語・西語によ
る研修を追加



その他

① 現地セミナーの実施

• 国内で開催している「技術セミナー」を現地にて開催をする予定
• 対象国は技術協力プロジェクト実施国として、プロジェクトを実施しているコンサ

ルタントチームと協働をすることを想定
• 現地の技術協力プロジェクトカウンターパートに本邦技術を直接売り込むことに

より、試験的実装の更なる促進を図る
② 在学中長期研修員へのモニタリング実施監理

• 「長期研修員受入の手引き（2019年9月）国内事業部」に実施が明記され
ている長期研修員のモニタリングについて統一的なモニタリングが実施で
きるよう、RMAP事務局にて実施監理を行う

• 在学中の9名の長期研修員に対して、現時点でエジプト、バングラディ
シュ、フィリピンの3名に対してモニタリングが完了している。



情報発信状況

JICA＿RAMPホームページ

広報用パンフレットの作成
活動概要パンフレット：
https://www.jica.go.jp/activities/issues/transport/ramp/ku57pq00002ma9ql-
att/RAMP_summary.pdf
長期研修事業パンフレット：
https://www.jica.go.jp/activities/issues/transport/ramp/ku57pq00002mfxkm-
att/ramp_pamphlet.pdf

YouTube動画の公開：
活動概要広報動画：https://www.youtube.com/watch?v=52Vj_cPqhMg&feature=youtu.be
長期研修事業広報動画：
https://www.youtube.com/watch?v=7ANnpJmGOAM&feature=youtu.be

RAMPホームページ：

https://www.jica.go.jp/activities/issues/transport/ramp/index.html

https://www.jica.go.jp/activities/issues/transport/ramp/ku57pq00002ma9ql-att/RAMP_summary.pdf
https://www.jica.go.jp/activities/issues/transport/ramp/ku57pq00002mfxkm-att/ramp_pamphlet.pdf
https://www.youtube.com/watch?v=52Vj_cPqhMg&feature=youtu.be
https://www.youtube.com/watch?v=7ANnpJmGOAM&feature=youtu.be
https://www.jica.go.jp/activities/issues/transport/ramp/index.html


情報発信状況

詳細： https://www8.cao.go.jp/cstp/stmain/20171023sipjica.html
詳細JICAホームページ：https://www.jica.go.jp/press/2017/20171023_04.html
詳細（土木広報センター）：https://committees.jsce.or.jp/cprcenter/node/147

https://www8.cao.go.jp/cstp/stmain/20171023sipjica.html
https://www.jica.go.jp/press/2017/20171023_04.html
https://committees.jsce.or.jp/cprcenter/node/147


情報発信状況

JICA内部（広報誌Mundi）

Mundi：https://www.jica.go.jp/publication/mundi/index.html
Mundi_２０１８年１１月号：
https://www.jica.go.jp/publication/mundi/ku57pq00002kfsx7-att/201811.pdf

https://www.jica.go.jp/publication/mundi/index.html
https://www.jica.go.jp/publication/mundi/ku57pq00002kfsx7-att/201811.pdf


情報発信状況
橋梁新聞 日刊産業新聞



情報発信状況

JICA外部 土木学会誌（２０２０年6月号）

 総合土木技術誌
「土木施工」

２０１７年１１月５８号
P８５－８８

総合土木技術誌

 土木学会誌
• ２０１７年１１月Vol.１０２掲載
• ２０２０年 ６月Vol．１０５掲載



情報発信状況

※詳細以下＿土木学会土木技術実践論文集P３８-P４２
https://committees.jsce.or.jp/kenc04/system/files/%E7%AC%AC%EF%BC%91%E5%9B%9E%E5%9C%9F%
E6%9C%A8%E6%8A%80%E8%A1%93%E8%80%85%E5%AE%9F%E8%B7%B5%E8%AB%96%E6%96%8
7%E9%9B%86%E7%A0%94%E7%A9%B6%E7%99%BA%E8%A1%A8%E4%BC%9A%EF%BD%9C%E9%85
%8D%E5%B8%83%E8%B3%87%E6%96%99.pdf

2019年6月_第1回土木技術実践論文集
開発途上国における本邦技術の使用による技術開発

2019年6月_第1回土木技術実践論文集
開発途上国での道路アセットマネジメント定着に向けた人材育成

論文投稿

https://committees.jsce.or.jp/kenc04/system/files/%E7%AC%AC%EF%BC%91%E5%9B%9E%E5%9C%9F%E6%9C%A8%E6%8A%80%E8%A1%93%E8%80%85%E5%AE%9F%E8%B7%B5%E8%AB%96%E6%96%87%E9%9B%86%E7%A0%94%E7%A9%B6%E7%99%BA%E8%A1%A8%E4%BC%9A%EF%BD%9C%E9%85%8D%E5%B8%83%E8%B3%87%E6%96%99.pdf


ご清聴ありがとうございました。


